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1 は じ め に

近年研究が進められ栽培面積も拡大傾向にある乳苗によ

る水稲移植栽培において,除草剤による雑草防除法確立の

ため試験を行った。

2試 験 方 法

試験は1993年～1994年 に行った。

水稲品種「あきたこまちJを用い,乳苗は乾籾200g/
箱播種,育苗器内に311℃で48時間,以後ハウス内で 5～ 6

日間育苗,稚苗は乾籾170g/箱播種,育苗器内に30℃ で

48時間,以後ハウス内で18～23日 間育苗したものを用いた

(表 1)。 なお,床土として乳苗では1993年 はロックウール

成型培地,1994年は水田土壌を用い,稚苗は水田土壌を用

いた。供試 した除草剤は表 2に示したとおりで,すべて寒

冷地における標準使用量を移植後 3日 目に処理 した。

注 ・ :苗 100本の地上部重

表 2 供試除草剤の有効成分含有量及び処理量

各深度 5本/ポ ット移植 した (各 2ポ ット)。 なお,植え

付け深度 Om及び l cllで は苗を針金で支えた。除草剤処理

後約 1カ 月日に水稲を抜き取って生育量等を調査 した。

0)漏水処理の影響

1/5,lX10 aボ ットを用い,1994年 5月 20日 ,乳苗を植

え付け深度 3 clで 1本植えした (5本 /ボ ット,各 2ボ ッ

ト)。 漏水処理はポットの下栓から水を抜 くことによって

行い,除草剤処理日から5日 間,3c1/日 (4～ 8時間)

の漏水処理をした。除草剤処理後 3週目に水稲を抜き取っ

て生育量等を調査 した。

3 試験結果及び考察

(■ 植え付け深度の影響

除草剤無処理区の乳苗の生育は,植え付け深度 O ool～ 3

cllで は良好であったが,植え付け深度 5 ctで は抑制され
,

乾物重が約50%減少した。

プレチラクロール,ブタクロール及びクロメトキシニル

では植え付け深度の浅い場合に薬害が大きい傾向がみられ

CNPでは植え付け深度が深い場合に薬害が大きかった。

ピラブレート及びシハロホップブチルでは乳苗の植え付

け深度が浅い場合のみに極微程度の薬害症状がみられた。

以上の薬害は,観察による薬害症状から判断すると稚苗

よりも乳苗で大きく現れる傾向があった。

除 草 剤 名  剤型  有効妙治清量 製品処理量
ピラブレー ト   粒剤   100%
ブレチラクロール  ″    20%

300g/a
3DO g/a
31Xl g/a

300g/a
300g//a
lllll g/a

CNP         ″

ブタクロール    ″

クロメ トキシユル  ″

90%
25%
70%

ンバロホップブチル  ″    18%

0)植え付け深度の影響

コンクリートポットを用い,乳苗及び稚苗を 4段階の植

え付け深度 (0, 1, 3, 5 cm)で 移植した。1993年 は50

cn角 のポットに5月 24日 ,1株 3本植えとし各深度 3株/
ポット,1994年は611cm角 のボットに5月 20日 , 1本植えで

水稲の生育に及ぼす植え付け深度の影響 (1998年 )

水稲乾物重は除草剤無処理区に対する比率 (%)。

グラフ中の記号は薬害の程度を示す。
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表 1 供試 した苗の生育量
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図 2 水稲の生育に及ぼす植え付け深度の影響 (1994年 )

注 記号等は図 1と 同じ。

0 漏水処理の影響

除草剤無処理区の乳苗の生育は,無漏水区に比べて漏水

区で抑制され,乾物量が約20%減少した。

除草剤による影響は無漏水区では認められなかったが ,

漏水区ではプレチラクロール及びブタクロールで薬害が認

められた。
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図3 乳苗の生育に及ぼす漏水処理の影響
水稲乾物重は除草剤無処理区に対する比率 (%)。
グラフ中の記号は薬害の程度を示す。
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4ま と め

以上のように,乳苗は稚苗よりも除草剤による薬害が発

生 しやすい傾向がある。

植え付け深度に関しては,除草剤の種類によって薬害が

出やすい深度が異なったが,ス ルホニルウレア系除草剤の

混合剤では植え付け深度が浅い場合に薬害が大きい傾向が

示されており。,現在普及している除草剤の大半は浅植え

で薬害が発生 しやすい傾向にあるとすることができる。一

方,深植えにした場合には乳苗の生育そのものが抑制され

るため,薬害回避と生育確保の両面から植え付け深度は 2

～3m程度の満Fな深度を保つことが重要である。

また,漏水条件で薬害が助長される剤があり,こ れらの

剤の普及に際しては適用条件の徹底が必要である。

藤田らは暖地において乳苗の生育に及ぼす除草剤の影響

について調査 し,乳苗は稚苗よりも薬害が大きく。,同 じ

乳苗であっても育苗日数の短いものほど薬害が大きいこ

と3),及び除草剤の処理時期が早いほど薬害が発生しやす

いことのなどを認めた。また,供試 した除草剤の種類によ

る薬害の程度は本試験と同様の傾向であった。したがって
,

今後寒冷地においても除草剤の処理時期や乳苗の育苗方法

などと薬害との関係について検討する必要がある。
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